
2022年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2021年11月12日

上場会社名 株式会社　Ｔ　Ｙ　Ｋ 上場取引所 東

コード番号 5363 URL http://www.tyk.co.jp

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 牛込　伸隆

問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理本部長 （氏名） 北原　譲 TEL 0572-22-8151

四半期報告書提出予定日 2021年11月12日 配当支払開始予定日 2021年12月15日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 12,789 16.7 1,672 127.3 1,821 89.4 952 110.7

2021年3月期第2四半期 10,956 △24.3 735 △61.9 961 △51.2 452 △43.3

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　1,396百万円 （39.4％） 2021年3月期第2四半期　　1,001百万円 （△5.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 21.55 ―

2021年3月期第2四半期 10.24 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第2四半期 46,668 36,145 67.2 709.38

2021年3月期 45,154 34,970 67.5 689.70

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 31,360百万円 2021年3月期 30,474百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 2.00 ― 4.00 6.00

2022年3月期 ― 4.00

2022年3月期（予想） ― 4.00 8.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,580 11.6 3,180 52.5 3,460 35.3 1,810 40.9 40.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料9ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料9ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 45,477,000 株 2021年3月期 45,477,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 1,268,927 株 2021年3月期 1,292,101 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 44,194,560 株 2021年3月期2Q 44,143,085 株

（注）期末自己株式数には株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当社株式（2022年3月期2Q 224,400株、2021年3月期 247,600株）が含まれて

おります。また株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております
（2022年3月期2Q 237,926株、2021年3月期2Q 289,430株）。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は添付資料3ページをご参照下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1)経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス

感染（以下、感染症）が国内のワクチン接種により収束傾向にあり、自動車分野をはじめとする製造業を中心に持

ち直しの動きが継続しております。海外経済においても米国、欧州においては追加経済対策により、各国のペース

に濃淡はあるものの、総じて回復基調を継続していると思われます。一方で変異株ウイルスを中心とした感染症拡

大による緊急事態宣言の延長・再発令、米中貿易摩擦や半導体不足の自動車分野への影響、資源価格や物流コスト

などの急激な上昇による価格変動リスクは依然として懸念されており、先行き不透明な状況が継続するものと考え

られます。

当社グループ（当社及び連結子会社）の主要取引先であります国内鉄鋼業界における当第２四半期連結累計期間

の粗鋼生産量は前年同期比30.6%増の4,842万トンとなりました。このような状況のもと、当社グループは品質第一

の考えのもとに売上増加と生産性向上に全力で取り組んで参りました。主力製品である製鋼用耐火物をはじめ、フ

ァインセラミックス等の先端材料技術や環境創造技術へ挑戦し、コスト削減など経営合理化を進めて参りました。

その結果、当第２四半期連結累計期間においては、次の通りの経営成績となりました。

売上高は、国内外の鉄鋼業界の生産回復による耐火物の需要増により、127億89百万円（前年同期比16.7％増）と

なりました。

利益面では、売上高の増加や売上原価率の改善などにより、営業利益は16億72百万円（前年同期比127.3％増）、

経常利益は18億21百万円（前年同期比89.4％増）となりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は9億52百万円（前年同期比110.7％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次の通りであります。

①日本

国内の売上高は鉄鋼業界の復調に伴う耐火物需要増の影響を受け、96億30百万円（前年同期比8.7％増）となりま

した。売上高増加や売上原価率の改善を受け、セグメント利益は17億85百万円（前年同期比93.7％増）となりまし

た。

②北米

北米の売上高は鉄鋼業界の復調に伴う耐火物需要増の影響を受け、11億90百万円（前年同期比43.6％増）となり

ました。国内と同様に売上高増加や売上原価率の改善により、セグメント利益は15百万円（前年同期は51百万円の

損失）となりました。

③ヨーロッパ

ヨーロッパの売上高は景気回復や鉄鋼業界の増産に伴う耐火物需要増の影響を受け、14億56百万円（前年同期比

71.2％増）となりました。国内と同様に売上高増加や売上原価率の改善により、セグメント利益は83百万円（前年

同期比139.5％増）となりました。

④アジア

アジアの売上高は鉄鋼業界の減産が一部で見られたものの販売先や販売構成の変化もあり、3億42百万円（前年同

期比22.6％増）となりました。セグメント利益は50百万円（前年同期比154.4％増）となりました。

⑤その他

その他の売上高は経済活動の回復により、1億69百万円（前年同期比23.2％増）となりました。セグメント利益は

33百万円（前年同期は6百万円の損失）となりました。
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(2)財政状態に関する説明

（流動資産）

流動資産の残高は前連結会計年度末に比べ、12億52百万円増加し、287億43百万円となりました。その主な要因

は、受取手形、売掛金及び契約資産の増加（7億58百万円）、原材料及び貯蔵品の増加（2億28百万円）によるもの

であります。

（固定資産）

固定資産の残高は前連結会計年度末に比べ、2億60百万円増加し、179億25百万円となりました。その主な要因

は、投資有価証券の増加（3億1百万円）によるものであります。

（負債）

負債の残高は前連結会計年度末に比べ、3億38百万円増加し、105億22百万円となりました。その主な要因は、支

払手形及び買掛金の増加（1億62百万円）及び未払法人税等の増加（1億44百万円）によるものであります。

（純資産）

純資産の残高は前連結会計年度末に比べ、11億74百万円増加し、361億45百万円となりました。その主な要因

は、利益剰余金の増加（7億74百万円）、その他有価証券評価差額金の増加（72百万円）によるものであります。

(3)キャッシュ・フローの状況に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

て44百万円増加し、121億38百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動で得られた資金は10億53百万円（前年同期比43.0％減）となりました。これは主に税金等調整前四半期

純利益18億18百万円、減価償却費5億31百万円、仕入債務の増加額1億41百万円による増加と、売上債権の増加額7

億46百万円、法人税等の支払額4億14百万円による減少の結果であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動で使用した資金は7億67百万円（前年同期比1.2％減）となりました。これは主に有形固定資産の取得に

よる支出4億50百万円、投資有価証券の取得による支出2億8百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動で使用した資金は2億59百万円（前年同期比36.3％増）となりました。これは主に配当金の支払額1億77

百万円によるものであります。

(4)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年８月10日に公表いたしました2022年３月期の通期連結業績予想を修正いたしました。詳細につきまして

は、本日公表の「業績予想と実績との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,168,842 13,324,203

受取手形及び売掛金 6,915,422 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 7,674,222

製品及び外注品 3,438,668 3,491,744

仕掛品 1,525,587 1,522,689

原材料及び貯蔵品 2,340,677 2,569,506

その他 115,071 174,802

貸倒引当金 △14,007 △14,108

流動資産合計 27,490,262 28,743,059

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,052,563 2,023,887

窯炉、機械装置及び運搬具（純額) 2,619,582 2,549,065

土地 4,847,004 4,849,545

その他（純額） 483,542 510,654

有形固定資産合計 10,002,694 9,933,152

無形固定資産 84,863 91,964

投資その他の資産

投資有価証券 7,172,667 7,474,078

長期貸付金 110 －

繰延税金資産 285,966 297,205

その他 171,032 181,259

貸倒引当金 △52,812 △52,512

投資その他の資産合計 7,576,964 7,900,030

固定資産合計 17,664,522 17,925,147

資産合計 45,154,784 46,668,206

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 4 -

(株)ＴＹＫ(東京窯業株式会社) (5363) 2022年3月期 第2四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,433,013 1,595,297

短期借入金 3,922,521 3,892,575

未払法人税等 450,677 595,204

賞与引当金 488,629 467,702

環境対策引当金 20,000 20,000

その他 860,401 884,486

流動負債合計 7,175,243 7,455,265

固定負債

長期借入金 81,926 74,489

繰延税金負債 338,777 349,126

役員退職慰労引当金 810,348 824,674

退職給付に係る負債 1,710,571 1,752,216

その他 67,317 66,867

固定負債合計 3,008,942 3,067,374

負債合計 10,184,185 10,522,640

純資産の部

株主資本

資本金 2,398,000 2,398,000

資本剰余金 2,491,100 2,491,100

利益剰余金 24,067,265 24,842,042

自己株式 △320,738 △313,206

株主資本合計 28,635,627 29,417,935

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,921,911 1,994,070

繰延ヘッジ損益 △1,644 －

為替換算調整勘定 △81,651 △51,706

その他の包括利益累計額合計 1,838,615 1,942,363

非支配株主持分 4,496,355 4,785,267

純資産合計 34,970,598 36,145,566

負債純資産合計 45,154,784 46,668,206
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 10,956,508 12,789,428

売上原価 8,331,897 9,188,589

売上総利益 2,624,611 3,600,839

販売費及び一般管理費 1,889,059 1,928,807

営業利益 735,552 1,672,031

営業外収益

受取利息 1,348 1,609

受取配当金 74,161 84,605

不動産賃貸料 38,495 35,382

為替差益 － 16,712

助成金収入 126,193 11,366

その他 17,562 18,948

営業外収益合計 257,762 168,625

営業外費用

支払利息 14,704 8,099

不動産賃貸原価 5,522 5,622

為替差損 11,280 －

デリバティブ評価損 － 4,909

その他 516 905

営業外費用合計 32,023 19,537

経常利益 961,291 1,821,119

特別利益

固定資産売却益 87 4,005

投資有価証券売却益 － 379

ゴルフ会員権売却益 1,141 －

特別利益合計 1,228 4,385

特別損失

固定資産廃棄損 4,164 6,986

固定資産売却損 － 0

投資有価証券評価損 5 －

ゴルフ会員権評価損 650 －

特別損失合計 4,819 6,986

税金等調整前四半期純利益 957,700 1,818,518

法人税等 299,528 528,496

四半期純利益 658,172 1,290,022

非支配株主に帰属する四半期純利益 206,068 337,515

親会社株主に帰属する四半期純利益 452,103 952,506

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 658,172 1,290,022

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 300,089 72,465

繰延ヘッジ損益 539 1,644

為替換算調整勘定 42,937 32,620

その他の包括利益合計 343,566 106,730

四半期包括利益 1,001,738 1,396,752

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 780,439 1,056,254

非支配株主に係る四半期包括利益 221,299 340,498

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 957,700 1,818,518

減価償却費 518,808 531,395

有形固定資産廃棄損 4,164 6,986

有形固定資産売却損益（△は益） △87 △4,005

投資有価証券売却損益（△は益） － △379

投資有価証券評価損益（△は益） 5 －

ゴルフ会員権評価損 650 －

ゴルフ会員権売却損益（△は益） △1,141 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,720 △324

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,416 △21,274

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 21,536 14,326

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 42,783 41,466

受取利息及び受取配当金 △75,510 △86,215

支払利息 14,704 8,099

為替差損益（△は益） 1,204 3,571

売上債権の増減額（△は増加） 1,313,274 △746,064

棚卸資産の増減額（△は増加） 45,940 △262,550

仕入債務の増減額（△は減少） △399,119 141,307

未払消費税等の増減額（△は減少） △269,326 △3,896

その他 △93,066 △51,055

小計 2,073,384 1,389,905

利息及び配当金の受取額 75,486 86,256

利息の支払額 △14,704 △8,099

法人税等の支払額 △286,116 △414,805

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,848,049 1,053,256

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 5,996 18,000

定期預金の預入による支出 △49,497 △123,812

有形固定資産の売却による収入 87 11,081

有形固定資産の取得による支出 △702,914 △450,553

投資有価証券の売却による収入 － 11,629

投資有価証券の取得による支出 △8,222 △208,333

ゴルフ会員権の売却による収入 1,703 －

ゴルフ会員権の取得による支出 △50 －

貸付金の回収による収入 277 202

貸付金の実行による支出 － △208

その他 △23,806 △25,126

投資活動によるキャッシュ・フロー △776,425 △767,121

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1 △30,002

長期借入金の返済による支出 △9,279 △7,437

自己株式の売却による収入 9,945 7,435

自己株式の取得による支出 △12 △8

配当金の支払額 △133,151 △177,885

非支配株主への配当金の支払額 △57,756 △51,457

財務活動によるキャッシュ・フロー △190,256 △259,355

現金及び現金同等物に係る換算差額 34,475 18,218

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 915,843 44,997

現金及び現金同等物の期首残高 9,488,498 12,093,832

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,404,341 12,138,830

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

なお、収益認識会計基準の適用指針(以下、「適用指針」という。)第98項に定める代替的な取扱いを適用し、

商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通

常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

工事契約については、履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識することとしております

が、ごく短期間で完成する工事については、適用指針第95項の代替的な取扱いを適用し、完全に履行義務を充足

した時点で収益を認識しております。

顧客への製品の販売における当社の役割が代理人に該当する取引については、当該対価の総額から第三者に対

する支払額を差し引いた純額で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この変更による当第２四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であり、第１四半期連結会計期間の利益剰余

金の期首残高に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法による組替えを行っておりません。

さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める

経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載

しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下、「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これによる当第２四半期連結累計期

間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（単位：千円）

報告セグメント（耐火物関連事業）
その他
（注）

合計
日本 北米 ヨーロッパ アジア 計

売上高

外部顧客への売

上高
8,860,047 829,270 850,583 279,385 10,819,285 137,223 10,956,508

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

801,530 － 26,317 40,352 868,200 420,839 1,289,039

計 9,661,577 829,270 876,900 319,738 11,687,486 558,062 12,245,548

セグメント利益又

は損失（△）
921,815 △51,101 34,792 19,656 925,162 △6,657 918,505

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 925,162

「その他」の区分の利益 △6,657

セグメント間取引消去 40,456

全社費用（注） △223,410

四半期連結損益計算書の営業利益 735,552

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連製品、窯業機械

器具、建築、修繕、運輸等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（単位：千円）

報告セグメント（耐火物関連事業）
その他
（注）

合計
日本 北米 ヨーロッパ アジア 計

売上高

顧客との契約か

ら生じる収益
9,630,362 1,190,803 1,456,495 342,654 12,620,315 146,581 12,766,896

その他の収益 － － － － － 22,531 22,531

外部顧客への売

上高
9,630,362 1,190,803 1,456,495 342,654 12,620,315 169,113 12,789,428

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,702,746 1,913 32,654 24,454 1,761,768 404,457 2,166,226

計 11,333,108 1,192,716 1,489,149 367,109 14,382,083 573,571 14,955,654

セグメント利益 1,785,750 15,680 83,318 50,015 1,934,764 33,555 1,968,320

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,934,764

「その他」の区分の利益 33,555

セグメント間取引消去 △76,046

全社費用（注） △220,241

四半期連結損益計算書の営業利益 1,672,031

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連製品、窯業機械

器具、建築、修繕、運輸等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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